




国内外を問わず、地球規模の視点で捉えながら、グローカルに国際、平和、環境、人権、福祉など、社会
全般に関する様々な課題の解決・改善を図るため、複数分野を横断して市民参加型で国際協力活動の推進
と地球市民教育の普及、セクター内外のパートナーシップとネットワークづくり、および持続可能な市民
社会の構築に寄与することを目的とする。

地理的社会的要因により、若者が定着する基盤・誘因が他地域に比べて弱い。四国内の大学の地元収容力
は6割と全国の地域ブロックの中で最も低く、大学進学時に若年人口が確実に流出する構造となっている
上に、魅力的な就業機会も多くはない。そのため、大学のない自治体では高校卒業とともに多くの若者が
流出し地域活力の低下に拍車をかけている。









（対象地域）において、（○○の活動結果）により、（対象
グループ）が（ｘｘｘ）になる。

（対象地域）において、（○○の活動結果）により、（対象
グループ）が（ｘｘｘ）になる。

（対象地域）において、（○○の活動結果）により、（対象
グループ）が（ｘｘｘ）になる。

（対象地域）において、（○○の活動結果）により、（対象
グループ）が（ｘｘｘ）になる。

２．担い手育成
愛媛県内において、本事業実施により、高校生等と多様な主
体により構成された地域イノベーション創出プラットフォー
ムとの関わりを通して、高専・高校生等若者が、地域課題解
決に関心を持ちユースイノベーターとして事業創出、複数の
事業の実践が進む。

・高校生等の若者を含む関係者による地域
課題解決のきっかけとなるプロジェクトが
創出され、ソーシャルビジネスプランとし
てブラッシュアップされ、事業資金を得て
事業が開始され、事業に関わる人材の雇用
や収入が向上する。

・イノベーション拠点やプラットフォーム
を基軸とした、高校生等の若者が取り組む
プロジェクトを実施する仕組みはまだな
い。

・高校生等の若者を含む関係者による地域
課題解決のきっかけとなるプロジェクト創
出に伴い、地域で持続的な事業資金を得て
ビジネスを展開する若者が増加する。

事業終了1年後（2026年
6月）

３．プロジェクト形成
愛媛県内において、本事業実施により、高校生等と多様な主
体により構成された地域イノベーション創出プラットフォー
ムとの関わりを通して、高専・高校生等ユースが、地域課題
解決に関心を持ちユースイノベーターとして事業創出、複数
の事業実践が進む。

・高校生等の若者を含む関係者による地域
課題解決のきっかけとなるプロジェクトが
創出され、事業資金を獲得して各地域で１
件以上の事業が回り始める。

・イノベーション拠点やプラットフォーム
を基軸とした、高校生等の若者が取り組む
プロジェクトを実施する仕組みはまだな
い。

・高校生等の若者を含む関係者による地域
課題解決のきっかけとなるプロジェクトが
創出され、課題やテーマに応じて、企業や
市民からの資金や物的支援等を得ながら事
業が持続的に運用されるようになる。

事業終了1年後（2026年
6月）

(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期
１．拠点形成
愛媛県内において、本事業実施により、高校生等と多様な主
体により構成された地域イノベーション創出プラットフォー
ムが核となり、地域にイノベーション拠点（機能）が形成さ
れる。

・高校生等の若者を含む関係者による地域
課題解決のきっかけとなるプロジェクトが
拠点を中心に創出され、拠点の認知度や活
用度が向上、利用料等のサービス収入が向
上する。

・イノベーション拠点やプラットフォーム
を基軸とした、高校生等の若者が取り組む
プロジェクトを実施する仕組みはまだな
い。

・東中南予地域で実施される地域課題解決
プロジェクトと連動して、地域イノベー
ション拠点の持続的な運用計画プランが策
定される。

事業終了1年後（2026年
6月）
















